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アルツハイマー病：遺伝学的・環境的リスク因子に関する実験的検証の現況
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アルツハイマー病（AD）のもっとも強い危険因子は加齢
である．ADの危険因子として遺伝学的に強い根拠を有する
ものには，アミロイド b（Ab），apoEe4アレルなどがあるが，
これらが ADのリスクを高めるメカニズムは必ずしも明らか
でない．最近の GWASスタディにより，CALM, BIN-1など
のリスク SNPが明らかにされ，その促進 /防御効果の本態
に関心が寄せられている．一方環境因子として，生活習慣病

の関与，とくに糖尿病・メタボリック症候群が注目されてい
るが，その分子機序は未だ確立されていない．さらに最近，
神経活動と Abの関係にも注目が集まっている．本講演では，
演者らが試みているこれらの内因・外因性リスク因子の効果
に関する実験病理学的検証の現状の一端を報告し，ADの発
症機序について再考したい．
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